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要   旨：    

魚油およびオリーブ油中の脂肪酸の炎症性腸疾患患者の結腸粘膜中への取込み

を、12 週間の油脂による食事補給中に観察し、そして結腸粘膜のプロスタグラン

ジンおよびトロンボキサンの生成に対する影響を測定した。 

毎日 18g の魚油の食事補給で、魚油中の主な多価不飽和脂肪酸、エイコサペン

タエン酸(EPA)およびドコサヘキサエン酸(DHA)は粘膜脂質中で有意に増大した。 

これを最初に測定した 3 週間補給後に、平均増加はEPA が 7 倍でDHA は 1.5

倍であり、この増加は 12 週間の研究中に持続した。 

アラキドン酸の値は研究中に低下し、この低下は 12 週間で有意となった。 

粘膜のプロスタグランジンE2(PGE2)、トロンボキサンB2および 6-ケトプロス

タグランジンF1αの合成が抑制され、これが有意に達したのは、PGE2は 3 週間と

12 週間、トロンボキサン B2では 12 週間であった。 

オリーブ油中で主要な脂肪酸はオレイン酸である。 

18g/日の補給は 12 週間で結腸粘膜にオレイン酸の有意な増加 (P<0.05)および

ステアリン酸と DHA の低下をもたらした；エイコサノイド合成には有意な変化

はなかった。 

結腸の脂質およびプロスタグランジンとトロンボキサンの合成は、魚油による

食事補給によって速やかに変化する、との結論がでる。 

油脂中に存在する脂肪酸の取込みの程度は、個々の脂肪酸に依存する。 

 


